
担当者

単位数 時間数

1　単位 30　時間

目　　　　標 内　　　　容 時間 単位 授業方法
１. ヘルスアセスメントの意
　　義・目的を理解すること
　　ができる。

1.ヘルスアセスメントとは

1 講義

１．健康歴とセルフケア能力
　　のアセスメントのための
　　問診について学び、技術
　　を習得できる。

１．問診（面接）の技術
２．健康歴聴取の目的
３．健康歴聴取の実際
４．セルフケア能力のアセスメント
５．情報の整理

1
講義
演習

１．フィジカルアセスメント
　　の意義と目的を理解し、
　　必要な技術が習得でき
　　る。

１．フィジカルアセスメントに必要
    な技術
  １）視診、触診、聴診、打診
２．全身状態・全体印象の把握
３．バイタルサインの観察とアセス
　　メント
  １）体温
  ２）脈拍
  ３）呼吸
  ４）血圧
  ５）意識
　　（ジャパン-コーマ-スケール・
      グラスゴー-コーマ-スケー
      ル）
４．計測
  １）身長
  ２）体重
  ３）皮下脂肪圧
  ４）腹囲

8
講義
演習

１．系統別フィジカルアセス
　　メントに必要な知識・技
　　術を習得できる。

１．ケアにつなげるフィジカルアセ
　　スメント
２．呼吸器系のフィジカルアセスメ
　　ント
３．循環器系のフィジカルアセスメ
　　ント
４．乳房・腋窩のフィジカルアセス
　　メント
５．腹部のフィジカルアセスメント
　　（腸蠕動音聴取）
６．筋・骨格系のフィジカルアセス
　　メント
７．神経系のフィジカルアセスメン
　　ト
８．頭頸部と感覚器（眼・耳・鼻・
　　口）のフィジカルアセスメント
９．外皮系（皮膚・爪）のフィジカ
　　ルアセスメント
10．事例で学ぶフィジカルアセスメ
　　ント
 １）シミュレーション演習

18

講義
ＤＶＤ

シミュレー
ション演習

１．ヘルスア
　　セスメント

２．健康歴と
　　セルフケ
　　ア能力の
　　アセスメ
　　ント

３．全体の概観

４．系統的フィ
　　ジカルアセ
　　スメント

授　業　目　標
ヘルスアセスメントの意義と目的を理解し、必要な知識を学び、技術を習得できる。

単元名

講　義　要　項

授業科目 共通基本技術Ⅱ 中村　倫丈

区
　
分

授　業　形　態 履修年次・前／後

講義・演習 2年次・前期
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目　　　　標 内　　　　容 時間 単位 授業方法単元名
１．心理・社会状態のアセス
　　メントについて必要な知
　　識・技術を習得できる。

１．心理的側面のアセスメント
２．社会的側面のアセスメント

1 講義

　修得試験 1 1
参

考

文

献

等

評
　
価

備
　
考

実務経験：集中ケア認定看護師としての豊富な知識・経験をもとに授業を行う。

５．心理・社
　　会状態の
　　アセスメ
　　ント

１．系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護学(２)，基礎看護技術Ⅰ，　医学書院．
２．看護がみえる　vol３，フィジカルアセスメント，メディックメディア．

１．単位修得試験、出席状況、授業態度、演習態度などから総合的に判断する。
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